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（訂正）「平成20年３月期 決算短信」の一部訂正について

　平成20年5月14日に開示致しました「平成20年３月期　決算短信」の記載内容に一部誤りがあり　　
ましたので、下記のとおり訂正いたします。
　なお、訂正箇所は下線を付して表示しております。

記

１．訂正箇所

　    3ページ
　　　　１　経営成績　　（２）財政状態に関する分析　　

２．訂正内容

　　<訂正前>
　　①預金
　　　 預金は、順調に推移しており、個人預金を中心に期中467億円増加し、期末残高は、1兆5,968
　　億円となりました。預かり資産につきましては、国債保護預かり残高は期中４億円増加したものの、
　　投資信託につきましては、金融市場の混乱に伴い、基準価格が下落したことを主因とし、投資信
　　託預かり残高では期中121億円の減少となりました。また、一時払い生命保険販売額は期中で38
　　億円となりました。
　　②貸出金
　　　 貸出金につきましては、住宅ローンで期中100億円の増加となったことに加え、企業の資金需要
　　に回復の兆しが見られたことから、期中359億円増加し、期末残高は、１兆831億円となりました。

　　<訂正後>
　　①預金
　　　 預金は、順調に推移しており、個人預金を中心に期中467億円増加し、期末残高は、1兆5,968
　　億円となりました。預かり資産につきましては、国債保護預かり残高は期中58億円増加したものの、
　　投資信託につきましては、金融市場の混乱に伴い、基準価格が下落したことを主因とし、投資信
　　託預かり残高では期中58億円の減少となりました。また、一時払い生命保険販売額は期中で72
　　億円となりました。
　　②貸出金
　　　 貸出金につきましては、住宅ローンで期中102億円の増加となったことに加え、企業の資金需要
　　に回復の兆しが見られたことから、期中359億円増加し、期末残高は、１兆831億円となりました。

以上


